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- on 1960s' Consumer Movement in The United States of America 










































Reasonable Rebel". An Interview with Henry 






















度に恐れている)(DavidSanford， Me & Ralph，1976. 



































たものだ(前掲訳書、 52ページ)0 Jしかし、 1975年9





ラルフ ・ネーダー 車をもっていなし、から 惣」の見織とを物語るものである。
また、ネーダーから「自動車安全センターJをまかさ 1969年、 「ニュー・リ パブリック」誌創立50周年を記








る。 Iワシントン・ジャ ーナリズム ・センタ ー」の所長ジュ
1965年、リピコフ委員会での活動と「どんなスピ ドー リアス・デュシャによれば、 「学生Jや「専門家」たち
でも安全ではない」によって善星のごとくあらわれて、 に 「公益法 PublicInterest Law Jという全く新しい
矢継ぎ早にユニークで大規模な組織づくりをくりひろげ 概念を吹きこむことを足掛かりにして、政府機関の当局
たネーダーは、 1967年にはアメリカの代表的な消賞者運 者を説得する運動に成功した人物として、絶頂期にあっ
動組織である 「消費者同盟」の理事に選出され、 70年に たとみられる。
再選されている。 この間の事情については、ネーダー
自身も消費者同盟も、明確に文舎にしたものを残してい 44.ネーダーの思想 (1) 
ないのであきらかではない。 しかし、 「独立のテスト ネーダーは社会運動家ではあるが、社会主義者ではな
機関 anindependent testing organizationJとし い。ネーダーの言動は、ときには過激であるが、かれの
ての消費者同盟は、 「独立の鼓吹者 anindependent 理想は 「帝国の建設」ではなく、 「制度の改革」以外の
advocatorJとしてのネーダーとの役割をわけあってお なにものでも伝い。かれの敵は、会社のもっている 「大
り、ネーダーが、 21人の理事の I人として以上に、消費 きな暴力」であり、この「大きな暴力を、体制をまもる
者同盟のポリシイや出版物の内容を管理していないこと ルールに従わせる」ことである CRobertF.Backhorn 
(2) 








































































使われている」のである (Acitizen's Guide to the 
American Economy， New York Review of Books， 






















































計量される。 このようなとりきめには、 「アンチ ・
トラスト法」違反行為(価格協定 ・生産協定 ・独占協




































う (Acitizen's Guide to the American Econo司
















大薮 ・岩本 ・多国 ネーダーとネーダーズ ・レイダーズ(3)
ちにも貧乏人にも同本の控除を許しているから逆進的





















































われる 「サプ ・エコノミ 」ー である (ACitizen's 










































義的取引をめぐる諸問題、すなわち「消費者問題」だけ 活をアピールしているのである(前掲訳書、 243ペー ジ)。
がはいっていたわけではなかった。 かれの 「サプ ・エ 「青年たちの一部は、あまりにも率直に革命をロにし
コノミ ー」の全体像からいえば、このような 「消費者閉 ますが、かれらに 『誰のための革命なのか?Jときいて
題Jは、たしかに「サブ・エコノミ ー」の中心的な課題 みると、 「人民のために !Jと答えます。そこで 『人民
であり、 「消費者問題」を内包するものの、それだけに の支持を得ているのか』というと、 『まだだ』と いう。
とどまるものではない。 それで 『どうやって人民の支持を得ようとしているの
ネーダーが、自動車安全問題によって出現し、 「消費 か?Jとまたきくと、 『説得によって』と答える。そこ
者運動家」と目されたものの、時ならずして 「消費者同 でやりかえすのです。 rだってきみたちは革命をやると
盟」をはなれ、やがて 「大衆の利益Jを説く 「社会運動 いったじゃないか?Jと、ね。Ji私が強調したいのは、
家」となってゆくのもこの放であろう。 少数の専門的に訓練された人々が会社、町に乗りこんで、




を目指しているかのようにみえる。 しかしながら、か 年たちがいます。 かれらは、悪をみつけ悪にむかつて
れの文脈全体をとらえれば、かれが改革を目指している 叫びます。 かれらは先ず書くことによって悪をあばき、





「サプ ・エコノミ ー」という考え方のうえにたつネー しかし、これらの力に対抗するためには、最小限の批
ダーの運動は、 「体制は再建するまえに破嬢されねばな 判力のある人的能力の結集が必要です。ところが、わた
らなし、」とする「ニュー ・レフト」の運動家と板本的に したちはこのようなアプローチの仕方をしたことがない
ちがっている。 ネーダーは 「サンデ ・ー タイムズ」誌 のです。」
のへンリ ー・プランドン HenryBrandonとのインタ そして、かれがGMの企業秘密を暴いたときの経験を
ヒeューのなかでも「体制は破嬢しなくてもその枠内で再 話している(前掲訳書、 235-238ペー ジ)。
建できると信じているJCNader， The Reasonable iこれは、ほとんど何の手段も持たずにやりとげた最
Rebel， An Interview with Henry Brandon， Sun 初の一歩でした。この件のために活動した者はわずか3
day Times ，1971.2.28 野村 ・今沢訳「アメリカは燃 人ほどしかいなかったのです。それでも、これは巨大な
えている」、前掲容、 233-234ページ)と語っているが、 私企業が大衆の生活に及ぼしている影響力について、大
その論拠はつぎのようなものである。 衆の警戒心を呼び覚ましたという点では、強力な効果を
ネーダーは、 「サプ・エコノミーJを、 「ミクロの専 発揮しました。そして、 GMがいっそう多くのハイウェ
制」という言葉でよびかえて、問題の焦点をさらに明確 イを要求して圧力をかけ、大量輸送機関や大気汚染防止
にしようとしている。 iミクロの専制」というのは、ー や安全車問題に反対していることを、人々に気づかせま
般市民をとりまいている「サプ ・エコノミ 」ーのことで、 した。さらに、GMが自社の政策に従わせるために、大
一般市民が関係する問題的状況は、この 「ミクロの専制」 学や年金基金、銀行やGMの株を保有している財団といつ
にあるという。 すなわち、 「いかに、地方の労働組合、 た機関を、いかにして屈伏させることができたかを、人々
会社、町、学校、教会が市民の生活を侵害していること に明らかにすることができました。 GMのような企業に
か、とくに政府はきわめて効率のよいミクロの専制をもっ 権力を放棄させる第一歩は、権力を行使せざるをえなく
ています(前掲訳書、 243ページ)Jとのべている。か なるようにしむけることだと思います。こ うして、 GM
れは、この病根が「マクロ」的民主主義体制にあるとい は創立以来はじめて精力的に大株主を点検して、投票を

































































































































































ある。しかし、かれの運動の組織化がすすんでいるあ 「よみがえったネーダー(ビジネス ・ウィーク The
いだは、ネーダーの理念と運動も発展しつつ‘けたので Second Coming of Ralph Nader， Business Week， 
ある。 1989.3，6)Jとか 「ネーダ-8年ぶりに新政権に注目さ
ネーダーは、かれが種をまいた組織を自分の組織と れる Nader，After 8 Years， Is Back on the In-
することには熱心ではなかった。これを、かれはかれ side by Philip Shenon， The N ew York Times， 
のいう若い社会的正義感に燃える 「法律家」の手に委 1989. 5 .10)とか「ラルフ ・ネーダーの復活 TheRes-
ねたのである。 I公益調査学生グループ PIRGJを urrection of Ralph Nader by Thomas A.St巴wart，
組織したときにも、学生に主導権をもたせ、弁護士を Fortune， May 22，l989Jといったぐあいに、ネーダー
雇うことをすすめている。かれは、社会紛争を解決す の 3度目の来日を記念してこれらの論文を特集したラル






















































シャツク PeterSchukは、「テキサス ・ロー ・レピュ 」
(972)に、つぎのように書いているという(David 



































消費者 ー を目覚めさせたという紛れもない事実 (Da-











ンター 「ラルフ ・ネ ダーはいま、 1989J、 (財)
大竹財団、1989年





This paper deals with Ralph Nader and Nader's Raiders， one of the central figures in American 
consumer movement in 1960's. This paper is our 3rd and 1ast one to introduce thier activities. 
In 1990， former two papers were pub1ished in the Osaka City Universi旬、“AnnualReport of Scien-
ce of Living" . 
This paper investigated 1、Jader'sidea and activities， and we eva1uated his achievement. 
Consumer prob1ems are not the only issue that Ralph Nader has payed attention. He has start-
巴dfrom the awareness of consumer problems such as safety of automobiles， and widen his inter-
ests into price problem， food inspection and other problems from the activities of corporations. 
Ralph Nader has the idea which is the base of consumer problems called “sub-economy" . 
.Sub-economy" is the darkness of “main-economy" and it consists of huge amount of unnecessary 
money payed by consumers. There are six categories in the “sub-economy" ， these are involun-
tary sub-economy， transfer sub-economy， controlled market sud-economy， corporate socialism， 
compulsory sub-economy， expendable sub-economy. He has tried to put lights on the hidden part 
of economy and informed these facts to public by mobilizing Nader's Raders using great amount 
of economic and political data. 
Although the influence of his acitvities has powered down since 1960's， we have to evaluate that 
he has established “An era of consumer movement" and his activities has awaken the consumers in 
America. 
(10) 
